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<シグマ＞はギリシャ語のアルファベット第18番目に

あたるZ(sigma)から取ったものですが、Zは微積

分では総体の和を表わす記号ともなってお'）ます。

そこで、 1） 「ねじ」は物を締めつけて完成品に仕上

げる重要な部品ですから、総体の和を支えるものと

いえます。そして2）私たちは、総体（トータル)で

ものをみ、伝票では買えないものをサービスして、

総体のコスト（トータルコスト）を下げることに協力

します。このためには、 3） 「ねじ」を供給する私たち

と、それを使用される皆さんとの間に、密接な和を

必要とします。こうした私たちの3つの願いをこめ

て名づけられたのがくシグマ＞です。
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F碆巫D､塞夕画郡璽霊唾"画郡電函一の

JAD/CAMを車由に

米国経済の活
巽常な熱気

く
☆ASMEのマーク。 1880年設立， 1980年で100周年を迎えた

とある。歴史の長さはASMEの重さを物語る。
役

味歸

今年のシカゴのデザイン・エンジニヤリンク、

・ショー(1982NationalDesignEngineering

ShowandASMEConference)は，去る3月29

日から4月1日まで4日間にわたり，例年通り

シカゴ郊外のマッコーミック・フ･レースで開か

れイワタボルトも出展参加しました。第11回目

に当ります。このデザイン・エンジニヤリング

ショーは米国産業界の製造技術面での一大デモ

ンストレーションとしての意味合をもっていま

すが， とくに今年は， 内外のきびしい情勢の中

で米国がいわゆる経済の活性化を目標にどんな

方向に進もうとしているかの点で関係者から注

目されていたようです。 イワタボルトは出展参

加の立会のため石川了（製造課長）と川合勝(浜

松営業所所長代理） を派遣，通訳を兼ねて岩田

忍（本社）を同行させましたが，以下は遅れば

せながら3名の報告をもとにまとめた印象記で

す。一行は3月26日成田を出発，展示に立会の

後商用のためニューヨークその他を廻り4月10

日帰国しましたが，報告はデザイン・エンジニ

ヤリングショーにしぼりました。

出発前わたしたちは， アメリカはひどい不景

気で失業者も多く ，鉄鋼， 自動車その他産業界

が活気を失っているようだし，今年のデザイン・

ンョ－も大したことはないのじやないかと， 口

にこそ出さないものの内心そう思っておりまし

たが， その点は完全に予想がはずれました。出

展企業は昨年を大巾に上廻って610社， 出展面

積はこの2年間で35％も広がり， しかも来年の

出展申込みが早くも485社に上り，展示面積の

何と91％がすでに予約ずみ， というのですから

驚きました。それほどに出展各社だけでなく全

米各地の経営者や技術関係者のこのデザイン・

ンョ－に寄せる期待が如何に大きいかが身にし

みて感じさせられました。
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’開場と11i｣時に次から次へと人の波｡エンジニヤ関係が中心なので熱気はあるか藩ちついた雰I j#1気”

各展示場とも連日大変な人で， 日本と違って

21歳未iihは入場出米ないようになっている故か

雰囲気も落ちついていて，一穂のきびしさに充

たされている感じです。立会の関係で各展7]ﾐ場

をみて廻るわけにはいきませんでしたが， 中心

はコンピューター関係で， とくにコンピュータ

ー設計(CAD)とコンピューター製造(CAM)

の機器や実演が最大の呼び物となっていたよう

です。現庇アメリカの当面する生産性のlfIJ｣z,

国際競争力の強化などが, CAD/CAMを軸に

して動いているという感じがしました。 これは

展示と併行して開かれたコンファランスでもそ

うだったようで, CAD/CAMが最早ぜい沢で

はなくて必要欠くべからざるものになっている

ことが多くの報告を通じて共通して強調されて

いたようです。

牢機， 自動単から家電機器などにわたって，使

用材質か変化していく中で， その材質に応じた

ファスナーなり締結方法なりが構想され開発さ

れていっているようですが，時間をかけて見て

いったら勉強になることも多いのではないかと

思いました。

イワタボルトの展示は埼f工場で､作った特殊

製品を中心にしましたが，関心をひいたのはや

はりメートル・ファスナーです。現在米国では

GMがメートル・ファスナーで先行し， フォー

ドその他も着々メートル化を進めているようで，

市場に出ているファスナーの約10%はメートル

製品ともいわれています。それでもいざ使用し

たいとなると中々入手に問題があるようで．質

ファスナー関係の展示では， わたしたちもよ

く知っているITWのファステックスやシェー

クプルーフ， エムハート社モーリィ，ベン・エ

ンジニヤリング， テキストロン社タウンゼント

マイト社へリコイル， アメレース社エスナー等

々数10社が展7J〈していましたし， イワタボルト

と関係の深いリチコ社も独''1のプラスチックフ

ァスナーを展示しておりました。何れにせよ，

展示された製品は各社独自の開発によるもので

この点， 日本の展示会で兄られるような，似た

り寄ったりといったものが少ない点がとくに関

心をひきました。 とくに巌近のように，大は航

）
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rI'〔問もさまざまだか， その熱』L,ざには敬服

薑

蕪問もそうした点か中心だったようです CAMで．それこそ｜コンピューター時代におけ

る設計技術者の役割」が強調されたようです。

そこで， 入手したコンファランス関係の資料

を手がかりに以}､~幾つかの点にふれておきたい

と思います。

まずファスナー関係は， 開会初F1の9時から

11時まで3つの報告か行われました｡第1はサ

ウジアラビヤのアブダラツイ､ソf立大学機械設

!汁教授アーブド・エル・ラチフ博士による「ボル

l､接介体における応力の問題」で，有限要素法

による解析結果を報ff7。 I可博士による有限要素

ii展7jt会と併行して開かれたアメリカ機械技術

荷協会(ASME)主催のコンファランスは残念な

から出席できませんでしたが，何人かの出席者

の『活によると今年はとくに熱が入っていたよう

です。報告は例年のように6つの部門に分れ，

それらが更に幾つか専門のコースに分れてｲ丁わ

れましたが，報告肯は全米29州と外国を合わせ

て189名に及んだといわれます。そしてこれら

報侍で最大の関心は前に述べたようにCAD/

（ ☆l,い､j”合間にひと,1J､。 （/fかドノ ） イ'. l 、 川合、 治IHo

法に基くボルト接合体の解析は，確か何年か前

のコンファランスでも行われたと聞きました。

第2は，有名なハック・マニュファクチュアリ

ング社のエンジニヤ， ラリイ ・マーサー氏によ

る 「ロ､ソクボルトによるファスナー軸力適]［化

の方法」で，高力ボルトにおける所要の申lll力を

3
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齢イ「7タボルトグ>取！j先リチ

コ・ フラスチ，ク社はブラ

スチソク成垳'川｜ ［技術をf」

〃Iして製1Wよ多様。
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合材料などに関心があったかというと，数年来

繊維強化プラスチックなと、を始め各橦の複合材

料がいろんな製品に使用され， それか締付けに

様々な問題を投げかけていることが頭にあった

からです。 とくに航空機では複合材をアルミの

代りに使用する傾li'lが出てきて， ファスナーな

ど部品の使用点数か大巾に減りつつあるなと・と

いう話を， ある本で読むに至ってこれは只睾で

ないと思っていたからです。

元々複合材というのは，幾つかの素材を組み

合わせて作ったもので，複合化によって"いの

得るにはどうするかについて，具体的実例をも

とに報告。第3は， ドンキャスター・ムーアサ

イド社開発マネジャー，パーシバル・スミス氏

による 「重力締付方式の設計と利用」で，例え

ば鉱山，造船化学プラント等々における締付

け適止化の問題を報告。

以上がファスナー関係の報告のテーマと概要

で， これだけではよく分りませんが， その他の

数多い報告テーマの中で， わたしたちが一寸関

心をもったのは「材料と加工」部門で複合材料

の問題がとりあげられていたことです。何故複

齢淋{‘1ピン的グルーブヒーン社はセルフロ"ノクタイ7『のインサ トの卿i製,品に

｛腹，}1． ）

欠点を補いあい新しい特徴が生れてくるとされ

ます。 この複合材料の開発は目党しいものかあ

り， とくに樹脂． ゴム，金属などを母材にして

炭素繊維やアラミド繊維やボロン(ほう素繊維）

などの先端材料で強化したものは，先進複合材

料として花形になっています。 よく新間なとゞで

4
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☆航'語機111特妹~7アス十 でｲ1.私をトライティア社のコーナ ．お得心めク

イ"′ クーフアスナ Fカムﾛ"ノク」力神測も多い。

☆ﾝﾔｰﾛ¥ノク社の製,Hｴには航.'授機川*''1密 7 アスナ か始んと･で､ それも

とつひとつか111途にI心じて独' '1に|淵発されたも〃)ばかり㈹

ITWﾝｴｰｸ 7ﾙｰｰｰﾌの二] ナーはH本てもお馴染の･ｾﾑｽ､ ケブス， ﾃ

ｸｽ等々の外に次から次へと|刑発された製11/,のオンノ、ﾚｰﾄ･‐

見かけるACM(AdvancedCompositMaterial)

というのかこれで，何しろアルミより軽く鉄よ

り強くてl11，1食性か抜群な外，構造物の一体成形

が可能なため部舳数や工数を人1 1｣に減らすこと

ができるなど数々の特徴をもっているといわれ

ています。アメリカでは航空機メーカーか重量

の削減と燃料節約の意味合からこれに異常な関

心を柱ぎ，例のトライスターで有潴なロッキー

ドL-1011の補助翼の試作では従来のアルミに代

って複合材を使用した所，重量が30％も減った

上に部品やファスナーの使用本数は半減したと

いわれています。航窄機だけでなく自動車でも

大きな関心を注いでいるといわれます。

今度のコンファランスの材料分野では，複合

材料について幾つかの報告か行われています。

例えばGM研究所のL.J.ハウエル部長補佐は，

「自動!L工業における腹合材料，のテーマで研

究の結果を報告して， 複合材料の''1動似ボテ、イ

ヘの使用で重量も大きさも肖ﾘ減できる目安かつ

いたことを明らかにすると共に， 製造加工法に

今後の問題が残されていると指摘しております

またテキストロン社ベル・ヘリコプターのウ

ォルター・ゾ､ンネボーン氏は「ヘリコプターに

おける複合材料の使用」について報告しており

ます。 これはヘリコプターの回転翼（航空機で

いうとプロペラーですが） を複合材料(ACM)

て設計生産している実状にふれたものです。更

にこの報告の中で， ｜則社か米陸車応用技術研究

所の援助によって機体も含めてオール複合材製

のヘリコプターの研究開発も進められているこ

とか指摘されています。

何れにせよ，複合材料が航空機や自動車など

に使用されて来ると， それが締付法やファスナ

ーに色んな影響を及ぼしてくることが予想され

ます。前にものべたように， ファスナーの使用

本数か大IIJに減少すると考えられる外に，材質

の関係で締付法か変ってくるのではないかとさ

れています。そのこともあって，最近アメリカ

のファスナー・メーカーの間では，複合材料用

のファスナーの研究開発が進められていると聞

いております。先にあげたベル・ヘリコプター

社の複合材料による回転翼や機体の生産では，

（

５
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☆ｺﾝｰﾌｧﾗﾝｽめ会場は人でぎっしり。巾味の濃い報告に出席番は熱心にﾒﾓを走らす。

同じくテキストロン社傘ドにある有名なファス が， ただ結論として， わたしたちをめぐる環境

ナー・メーカーたるタウンゼント社が， それに や条件が激しく移り変りつつあり， これにどう

対応するファスナーの設計開発を扣当している 対応するか， きびしい課題を課せられているこ

といわれています。今度のデザイン・ショーで とを痛感した点を述べて終りと致します。

こうした点に関する情報を少しでもつかみたい

と思っておりましたが，残念ながら果たせませ

んでしたし，展示品にもそれらしいものは見当
404●

cbCわcbdつ

らなかったようです。 士｡っ4つ｡つ
めdつめcも以上， テザイン・ショーの報告としては大変
C1つ｡っcbdっ

とりとめのないものに終ってしまいましたし，

大部分が複合材料のことになってしまいました

ベル・ヘリコフ"タ 社の複合材料によるヘリコプタで上は米降車との共

同開発のもの， ドは今後の課題オ ル複合材料のもの（報告書から)。 ）
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ファスナーも独自で

多彩な開発

ボイ･シャンの展示例にみる

く ☆E－Mスタットとその取付け工程。 ☆コーロソクーB， メートルサイズもある。

報告書で述べたように， シカゴのデザイン・

エンジニヤリングショーに展示された各ファス

ナー・メーカーの製品は，何れも用途に応じて

独自に構想，開発されたものばかりですが， そ

れだけに製品はきわめて多様にわたっています。

その一例として航空機ファスナー・メーカーと

して日本でも有名なボイ ・シャン(Voi-Shan

Div.,VSICorp.)の展示品から何点かを紹介し

てみましょう。

E-MStud これはスタットとスリーブを組み合

わせて単体化したものですが， ターミナル用な

どに使用されます。これ迄のようにボルトの外

ロックワッシャ，平ワッシャ，ナットなど数点

を組合せて止めていたのを単体部品でより簡単，

迅速，かつ確実にロックするのが特徴で， スタ

ットねじ部に破断溝が設けられツールで引張る

と， このスタットが相手面に確実にロックされ

ると共に溝部で切れるようになっています。

Corlok-Bこれはブラインド・アンカーナット

画 數工二コ鐘亀 ｡
虻

Sea！

☆コニカル・シールズとその取付け法。

の一橦で薄板材に強力なめねじを設けるのに使

用されます。上部周辺にぎざを設けてあるので

取付けた時ゆるみの来ないのも特徴です。 また

一種類で5つのグリップ°範囲に利用できます。

Vandlgard-Nut 円すい状のナットの上面に六角

部を設けてある変った形状のナットで， ボルト

にはめて普通のレンチでこの六角部を回転させ

て締付けると，六角部が切離されて円すい状ナ

ットだけが残ります。取外しには特殊なツール

を必要とするので盗難や破壊防止用に使用され

ます。商品名もそこからきているわけです。

Eddie-Bolt これは外側3個所にローブを設け

た丸いナット （又はカラー） と組合せて使用す

るもので，ねじ6個所に縦に切')溝を設けてあ

ります。専用のツールでナットを回転させると

☆エディボルトとその取付けl'|貞序。

ナット側面のローブが圧縮されてボルトの切り

溝部に材料がぴったり入りこんで強くロックさ

せます。操作が簡単で振動に強く簡単に取外せ

ないので航空機などに使用されています。

ConicalSealsパイプ°継手などに使用される特

殊な精密部品で取付けが簡単な上, -420｡F~

800｡Fの個所でもシール効果が抜群といわれま

す。

征
以上，独自な開発と製品の多様化の一例とし

てボイ ・シャンの展示製品から何点か紹介しま

したが， これをみてもファスナー技術の応用範

囲の広いことが分りますし， それには実際に即

して独自に構想していくことの必要性が痛感さ

せられます。
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－東京・暗海エレクトロニクスショー会場

2F 第3会場

198ヱエレクトロニ
■■

ヅヨー

）
＄

ー

"21世紀にかける先端技術"をテーマ一一

蕊蕊熱蕊蕊撚溌
1700小間，入場者総数40万

過去最大規模のデモンストレーションに

イワタボルトのSOFI製品に関心集る

④よ■丁衙Xp』m得X副五T諏以互了“ムエ葎ヱｧ錘4亜γ“』XT“唾唾哩γ錘4翼了丞 凹 埋γ”4XT“4X唾“錘“”唾T錘4XT諏麺睡餌γ理哩沌疋唾滴典到工施xg刈瓦T廷疋哩硬xご唾rGx里畢、人里煙7⑫ど聖

小間数1705小間にﾉ文び'80(東京）の1410小間，

'81 (大阪）の1278小間を大巾に上廻り， 入場者

総数も388,900名（うち外国人5,527名）に達し

て過去鼓大規模のショーとな'）ました。

会場は晴海の全展示場が使用されましたが．

その構成は第1会場が計測・応用機器，製造機

械部門， 第2会場が半導体と応用製品部門， 第

3会場が電子部品（機構・音響部品）部門， 第

4会場が電r部1拍 （材料・工具，半導体一部）

部門， 第5会場が電f部品（変成器，蓄電器，

抵抗器他）部門， 第6会場がホームエレクトロ

’82エレクトロニクスショー('82Electronics

Show)は「21世紀にかける先端技術」をテーマ

に, 10H27日から11月1日まで6日間にわたり

東京･ H青海で開催され， イワタボルトも参加出

展しました。

このエレクトロニクスショーは日本電子機械

工業会主催， 日本エレクトロニクスショー協会

の運営によるもので，今年は第21回目にあたり

ますが， エレクトロニクスの広汎な普及利用に

伴って年征に擬会を極め国際的にも注目をあび

ています。 とくに今年は出品企業数391社，総

☆イ［7ﾀホﾙﾄは､ノフイ思想にもとづく各椰グ)製171を腱,J《｡そのパﾗｴﾃｨ

とｵﾘジﾅlﾉﾃｨが人Hをひき思いがけない!斑問もとび出す。

ニクスの民生用機器部門で， この外隣接展ﾝ｣：場

のA館, B館では全日本オーテ．イオフェアが開

催されて暗海はエレクトロニクスショー一色に

ぬりつぶされて，連日異常な熱気と雰囲気につ

つまれました。

イワタボルトは例年の如く竜r･部品の第3会

場に，エレクトロニクス業界lnjけに, SOFIの思

想に基づいた次のような製品を展示しました｡

）

8



‐“－…･鎧‘拳……－－…一一華一一……簿………轄一………癖……鐸…－－承一一…－－錘一“…≠や－－－華一一一。季一……………－－…－ ．－．…－－－鐸．一一='一”－－…-'‘･"･……無｡='－－…~一・一…ず一一…｡…”－華一一一…－‐～…一’･"エレクトロニク

（

☆製法や墹途を解‘槐したハネルを背景に腱,｣された得繩製,W一部1．そゐfi

んと‘か崎f 11場で作らオ[繰返しきびい､ ‘式験検介をへたものばかりである‘

☆VA成｣力例の製『TI腱'Jtも人気を呼んだ。 そのひとつひとつに卿'趣と＃'二'〔

ひそみ， それか紺正製1W,〆)コス1、ダウンと'|埖能|イリ1．につながる掌、

☆締付け機のｺ ﾅ ては締{､1けの‘災演。 ’' 1ら拭Lてみる人かひきもきらな

い｡ ｽｸﾘｭ トライバの!jl合も I ．々。

☆精密ファスナー、軽量化・小剛化

☆プラスチックファスナーロ軽量化．ワンタ

ッチ・防錆・絶縁

☆樹脂用タッピンねじこ＞樹脂化に対する最適

ファスナー

☆VA成功例ファスナーロコストタ、ウン

☆電気ドライバーE＞不良防止．機能向上

☆ねじ締ロボット に＞省力化・省人化．合理化

展〉J〈場では， これまでの展示実績や日常の販

充展開を通じて， イワタボルト独向の「SOFI

＝トータルコスト低減に寄与する最適締結シス

テム」 も定着した感じで， これに関する質問や

要望などか連日の如くでした。

中でも，今日的課題になっているロボット

（ねじ締ロボット ）に対する関心がきわめて強

く ， この実演には入場省の真剣な眼差しが数多

く集ま') ， たえまなく人垣がつくられて，他の

ブースにはみられぬ活況を呈しました。

併せて好評だったのは，絶縁・ワンタッチ・

軽量・防錆などの効果のあるプラスチックファ

スナーとトルクコントロールの出来るエア式・

電動式のドライバーでしたが， ドライバーでは

女性や丁-供らまでが自分の手に取l)実験してみ

るなど，大変な人気ぶり。今回のショーでは外

人の来場者がきわめて多いのが目につきました

が， イワタボルトの展,J〈にも入れ替り立ち替l)

顔を見せ製品を手にとってひねくり廻して兇た

り， ドライバーを実験してみたりで， とくにね

じ締付ロボットやトルクコントロール式ドライ

バーには大変な興味を7Jくし， その場で数百本の

引合を出したり， 中には現金で買い取ったりと

いう好評ぶりでした。

このように今度のエレク|､ロニクスショーへ

の出品は， われわれか予想する以上に反応があ

りましたが， 同時に参観省のいろんな質問や要

望を通じて， イワタボルトのSOFIの思想が新

しい時代の要求にきわめてj曲応したものである

ことに意を強くしました｡

なお， イワタボルトでは今後もこの樫のショ

ーには積極的に参加していく力針で， とりあえ

ず明春’月のインターネブコンショーや秋のモ

ーターンョーへの参加を予定しています。

（
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… 福岡出張所新社屋完成

部品供給体制一段と強化

）
I l I H' ' ' 1 【 '1 1

☆尤成した冊仏1出張ﾄ iﾙの新祉雌．ル！ ､|地[乳の部品供給グ)体''1 1も光'炎された。 イiは竣I式と滞成披臨。

イワタボルトの禰岡出張所の新社屋が完成し， ました。当日は， 、ノフィット号によるイワタボ

その竣工式が然成披露を雑ねて10月14日（木) Inl ルトの製品展フバも行われ出席のﾉﾉ．々の関心と汪

所で行われました。 まず竣工式では，岩田社氏 目をひきました◎

始め関係省ﾘ席の上，神主によるおごそかな修 新社屋は敷地300坪，建坪130坪で'7具のよう

祓，玉串奉てんで社運の隆昌を祈念し，つずい なすっきりした建物です。佃岡出張所が設けら

て取引先約60社の方々の御出席をえて落成披涛 れたのは昭和51年2月です~が．新祉屋の充成に

が行われました。岩田社長の挨拶の後，来賓を よりノL州各地区への部品の供給体制か一牌強化

代表して日産自動卓㈱九州工場の井止辛頭総務 されました。新社臆での業務は11月1日より開

部踵より新社屋の完成とHI張所の発展を祝猫す 始されておI)ます･

る御挨拶があり，建設を｝ll当された㈱塘田組の 住所柵|吋県行橋市大'i:長木'i':IIMf形372 1

噸出博社長に感謝状贈呈。勝山フ・レス工業㈱伊 ′遵話 (09302)3-9444代衣

藤新作取締役工場艇の庁弧で乾杯，祝宴に移り なお， 〃f長は当1m, 川崎文社腫岩Ⅱ1政雄か兼

ました。要鮒で行橋市市議会歳貝池川弘幸氏に 任し，従業貝は10名です。

よる中〆め， ）准会のうちに披撚'裏を無事終「し

）
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B-18委員）による「ボルトのゆるみとそれへの

対策」で,ASMEがファスナー関係の委員会と

信頼性・事故分析委員会との合同小委員会で行

った「振動荷重下でのボルト継手のゆるみ機構

の分析と研究」の結果にもとづいて，解説を行

いました。 もう一つは， ケネス・ゴメス（コン

チネンタル・スクリュー社）による「プラスチ

ックの締結をめぐる設計と組立上の問題」で，

プラスチックの締結に当り，相手材の性質に応

じた締結法を考慮し適切なタイプのファスナー

を選択することが，製品の品質と信頼性を向上

させる上での鍵であることを具体例に基づいて

解説しました。この2つの報告は大変に興味あ

る内容だったようで，改めてこのシグマでも紹

介する予定です。

このコンファランスでは，昨年3つのセッシ

ョンで日本の生産管理方式をめぐって報告が行

われました。主としてカンバン方式に関するも

ので，米国内での応用例も報告されて関心を呼

びましたが，今年は日本との関係ではVSIオー

トメーション社の技術者が「日本における組立

用ロボット」について報告したものだけでした。

ただ， フォード自動車のラリイ ・ヒッガソンが

2日目の昼食会で， 日本の自動車産業との対比

で米国の生産性にふれた講演は注目されたよう

D1982アッセンブリ・エンジニヤリングショー、

"組立技術で

アメIノカの生産性向上を，，

ジャスト･イン･タイム方式に注ぐ、

自動車メーカーの関心く

というものでした。

さて，展示会では自動組立， ロボット,CAD,

CAM, ファスナー，接着剤，締付機器など組立

に関するいろんな製品が展示されたのは例年の

通りですが， ファスナーそのものの出品は比較

的少なく目ぼしいものも大してなかったようで

す。むしろ焦点は自動組立てや自動締付けにお

かれ数十社の装置や機器が展示又は実演されま

した。

この催しで毎回関心をひくのはコンファラン

スで3つのコースに分れ併行して進められまし

た。第1のコースが自動組立と組立ロボット関

係，第2のコースがCAD/CAM関係， 第3の

コースが締結と接合の外製造管理関係で，全部

で36のセッションで行われました。

締結と接合関係ではう°ラスチックに対する超

音波接合の外に2つの報告が行われました。一

つは, E.R.フリース(米機械技術者協会ASME

毎年9月末に， アメリカではアッセンブリ ・

エンジニヤリングショーが開かれます。これは

正式にはアッセンブリ ・エンジニヤリング＆マ

ニュファクチュアリンク、 ・コンファランス＆エ

キジビトという長い名称ですが，要するに締結

と接合に関する展示会とコンファランスであり

今年は9月28日より30日まで3日間デトロイ

トで開かれました。

このエンジニヤリングショーのメーンスロー

ガンは「アメリカの生産性向上のための組立技

術」 (AssemblyTechnologyforaProductive

America) ということで，如何にして米国経済

の直面するきびしい状況を生産性の向上によっ

て克服するかが焦点で，今年のコンファランス

の基調演説を行ったゼネラル・エレクトリック

社のアルフレッド・テーラー氏の演題も 「われ

われは技術によってアメリカの生産性を向上さ

せてきた。 さらに前進をつずけようではないか」

K

| ’
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☆ﾅｸﾉフｧｽﾄ社開発の娘部みぞ形状テ．ユオコーーン” カムｱｳﾄが少なく

、ソ ルか世もちし， かつめっきcr)つきもよいという。

）
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☆ラソセル．バゾル社の高力ファスニング． システムL9て"とくに商I博建

築，怖幾なと．の締結に効采かあるときれている。

点はほんの少し修正しただけで米国で､も通用で

きる。 日本人のもつ最大の長所の一つは，共通

の目標達成のため働らくという思想であり， こ

の目標は通例合意による決断を通じて遂行され

る。他方アメリカの場合は， その特徴は個性と

革新である。だが問題は克服できないものでは

ない。今一つ興味ある分野たる，製造その他部

品資材の調達におけるジャスト ．イン・タイム

(JIT)の思想は，程度の差はあれ研究と実施に

移されている。一般にサプライヤーはJITの実

施を望んでいるが， それにはユーザーの協力が

必要である。住々にして起っているのは， トラ

ックが正に定時定場所に到着したのに何日間も

侍期させられ， しかもいわゆる緊急な注文の引

☆VSIオートメーション社のﾛボ"ノ ト式のI‘l動ドﾗｲビﾝｸｼｽﾃﾑて･こ〆

橦の装置がますます増"Ilする1上､向か強い。

渡しは行われている点である。 これは明らかに

非生産的で簡単に改善できる問題なのであるJ

現在アメリカの自動車産業では， その失われ

つつある|玉l際競争力を回復する一つの有力なノブ

策として， カンバン方式， ジャスト ・ イン・タ

イム方式をとりいれつつあるといわれますか，

ラリイ ・ ヒッガソン氏のスピーチはその点にふ

れたものです。

☆ﾌｲﾘｯﾌゞ又．ｽｸﾘｭ社が開発した特殊を.J【1部みぞ形状ACR･ｶﾑア

ウトを防,こしドライバビ"， 卜のI華耗も少ないとされる。

です。同氏は， 自動車メーカーやサプライヤー

の製造技術関係者によって結成された自動単産

業行動委貝会(AIAG)の副委員長として， 日本

にも数週間滞在して日本の自動車産業の経営方

式を調査した結果に基いて，概要次のようなス

ピーチを行いました。

「アメリカの成長と繁栄を促がした精神は今で

も生きている。経営の段階でも産業の段階でも

個々に独自な行き方をとっているが， こうした

個々の人間や企業の目標を評価しながらこれら

を如何に共通の目標に導いていくか。 これ迄は

夫々の異なった目標が強調され全体としての効

率化が無視されてきた。 日本の自動車産業で行

われている重要な改革は14点あるか， その中11

）
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☆☆GMの640万台リコールの背景☆☆ たが， それに代りフランジ部の大きな六角ボル

トが設計された。所が形状が複雑で冷間圧延の

工程で割れが生じやすいという苦情がでて，塑

性加工し易い低炭素マルテンサイト ・ボロン鋼

による12.8ボルトの仕様が作られた。

SAEの規定では, 12.9ボルトは環境の如何で

応力腐食割れを生じ易いという警告がついてい

たが， 12．8ボルトにはこんな警告がなかったし，

いろんなテストでも結果は上々であった。

所が1980年の夏も終り頃から， コントロール

アームのボルトの割れによるリア・サスペンシ

ョンアームの事故が現われ始めたので調査した

結果， コントロールアームを12.8ボルトで締付

けたと見なされるAボデイカー全部を回収する

ことになったのである。

GM研究所冶金部門のトーマス・ヒューケル

博士を中心に事故の解析が行われその結果が，

SAE国際会議にも報告された。博士によると，

ボルトの破損は腐食が原因で水素により促進さ

れた割れによるもので， これは硬度40HRC以上

に熱処理したボルトを腐食し易い環境に暴露す

ると起りうる問題だという。この解明に時間が

かかったのは， ボルトの硬い心部をおおう薄く

て軟かい脱炭層が，応力腐食をおくらす役割を

し，腐食媒体物が軟かい層に浸透して脆性の大

LOCATIONOFCONTROLARM CONTROLARMASSEMBLY
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ボルトの破損は材料よI)硬度

12．8フランジボルトを

10．9座金組込ボルトに切換え
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GMが2本の欠陥ボルトで史卜2番目といわ

れる乗用車640万台のリコールを余儀なくされ

たことは， 〈シグマ>No.34でも伝えましたが，

その後GM独自の調査が行われ原因が明らかに

なりました。これについてプロダクション誌

(1982年7月号)は， たった2本のボルトの欠陥

でも車が走れなくなることを軽妙にもじって「釘

がなけれや馬蹄ははずれ，馬蹄がなけれや馬は

走れず， 馬が走れなけI)や騎手は失業……」 と

の前おきで，概要次のように述べています。

AXLE
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☆コントロールアームの取付られている化|所とコントロールアームの構成。

これを締付けるボルト2本の折撤が問題になった。

きい材料の粒子構造をアタックするのに時間の

かかることが分ったためであった。

GMでは12.8フランジボルトを座金を組込ん

だ10.9ボルトに切りかえたが， これについて博

士は， ボルトを腐食による破損をうけやすくさ

せたのは， ボルトの硬度であって材料そのもの

ではないと指摘し， 自動車業界に対しても腐食

をうけやすい個所には, 40HRC以上の硬度のフ

ァスナーを使用しないよう働きかけているとい

~フ。

GMではこの切換えと同時に, 12.8ボルトに

関する仕様も事実上廃止した。

たった2本のファスナーの欠陥でGMは自発

的に640万台の乗用車を回収，新しいボルトと

交換したが， それに要した費用は5,000万ドル

から7,000万ドルに及ぶといわれる。事のいき

つは， 1977年GMがAボディ ・カーのリア・サ

スペンションコントロールアームの組立で座金

が外れる懸念があってその防止策を決めた時か

ら始まる。当時座金組込みボルトを使用してい

江
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